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※ (    )에 들어갈 글자를 아래의 보기에서 골라 쓰시오 (1 ~17)

1. 舜̖禹̖ 益相去久遠 其子之賢不肖 皆(   )也 非人之所能爲也. 莫之爲而爲者 (   )也 莫之致而至者

  (   )也.

2. 孔子曰  唐虞(   ) 夏后̖ 殷̖ 周繼 其義一也.

3. 匹夫而有天下者 德必若(   ) 而又有天子薦之者 故(   )不有天下.

4. 孟子曰 (   ) 目不視惡色 耳不聽惡聲. 非其君不事 非其民不使. 治則進 亂則退. 

  (   )之所出 (   )之所止 不忍居也.

5. (   )不羞汙君 不辭小官. 進不隱(   ) 必以其道 遺佚而不怨 阨窮而不憫. 與鄕人處 由由然不忍去也.

6. 可以速而速 可以久而久 可以處而處 可以仕而仕 (   )也.

7. (   )曰  何事非君? 何使非民 治亦進 亂亦進.

8. 萬章問曰 敢問友.  孟子曰 不挾(   ) 不挾(   ) 不挾(   )而友. 友也者 友其(   )也

9. 用下敬上 謂之(   ) 用上敬下 謂之(   ). (   )̖ (   ) 其義一也.

10. 曰 其交也以(   ) 其接也以(   ) 斯孔子受之矣. 

11.曰 子以爲有王者作 將(   )今之諸侯而誅之乎? 其(   )之不改而後誅之乎 夫謂非其有而取之者(   )

也 充類至義之盡也.

12. 伯夷 聖之(   )者也 伊尹 聖之(   )者也 柳下惠 聖之(   )者也 孔子 聖之(   )者也

13. 金聲而玉振之也. 金聲也者 始條理也 玉振之也者 終條理也. 始條理者 (   )之事也 終條理者

   (   )之事也. (   ) 譬則巧也 (   ) 譬則力也. 由射於百步之外也 其至 爾力也 其中 非爾力也.

14. 周公之不有天下 猶益之於(   ) 伊尹之於(   )也.

15. 萬章問曰 或謂孔子於衛主(   ) 於齊主侍人(   ) 有諸乎 孟子曰 否 不然也. 好事者爲之也.
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聖, 德, 禮, 長, 盜, 敎, 貴, 淸, 潔, 義, 賢, 命, 天, 任, 道, 和, 禪, 時, 比, 智, 夏, 殷, 尊賢, 貴

貴, 兄弟, 舜禹, 堯舜, 孔子, 仲尼, 伊尹, 柳下惠, 伯夷, 癰疽, 瘠環, 橫民, 橫政, 割烹
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16. 聖人之行不同也 或遠或近 或去或不去 歸(   )其身而已矣. 吾聞其以(   )之道要湯 末聞以(   )也.

17. 彌子之妻與子路之妻 兄弟也. 彌子謂子路曰 孔子主我 衛卿可得也 子路以告 孔子曰 有(   ) 孔子

進以(   ) 退以(   ) 得之不得曰 有(   ) 

18. 子以爲有王者作 將㉠比今之諸侯而誅之乎 其敎之不改而後誅之乎 에서 ㉠比의 의미에 알맞은 것

은?  (         )

  ① 等            ② 肩            ③ 並            ④ 從            ⑤ 連

[19~20] 다음 문장을 해석하시오

19. 孔子悅於魯衛 遭宋桓司馬將要而殺之 微服而過宋. 是時孔子當阨 主司城貞子 爲陳侯周臣.

20. 孔子有見行可之仕 有際可之仕 有公養之仕也. 於季桓子 見行可之仕也 於衛靈公 際可之仕也 於衛

孝公 公養之仕也.

                      수고하셨습니다                                  ___________________________
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[해  답]

1. 天, 天, 命 2. 禪

3. 舜禹, 仲尼 4. 伯夷, 橫政, 橫民

5. 柳下惠, 賢 6. 孔子

7. 伊尹   8. 長, 貴, 兄弟, 德

9. 貴貴, 尊賢, 貴貴, 尊賢  10. 道, 禮  

11. 比, 敎, 盜  12. 淸, 任, 和, 時 

13. 智, 聖, 智, 聖  14. 夏, 殷

15. 癰疽, 瘠環   16. 潔, 堯舜, 割烹  

17. 命, 禮, 義, 命   18. ⑤

19. 공자께서 노나라, 위나라에 있는 것을 기뻐하지 아니하여 가는 길에 송나라의 환사마(상퇴)가 

장차 길목을 지켜 죽이려하는 액을 만나셨을 때 미복을 입고 송을 지나셨는데, 이때 공자가 액을 당

하심에 후일 진후 주의 신하가 된 사성정자를 주인삼았었다.(사성정자 집에 묵다)

20. 공자에게는 행해질만한 것을 본 후에 하는 벼슬과 교제할만하여 하는 벼슬과 공양받는 벼슬이 

있으셨다. 계환자에게서는 행해질만한 것을 본 후에 하신 벼슬이고, 위령공에게서는 교제할만하여 

한 벼슬이고, 위효공에게서는 공양받는 벼슬이셨다.


